
他国を愛し 

なさい！ 
—侵略戦争の深層心理— 
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[筆者注] 

●この「アイセ」と言っている存在は、人々

の心の中や社会で、愛を命令している

様々な存在（教師なり、親なり、深層心理

の中で分裂した自我なり、良心／超自我

なり、なんらかの権威者なり）のシンボルと

して表現したものです。本物の神様とは無

関係です。 

●この絵本は、キリスト教（聖書）の「汝の

隣人を愛せ」「汝の敵を愛せ」といった教

えに関して描いたものでは有りません。 
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広い宇宙のある星に、この世は生存競

争だと思っている人々の国があります。

彼らにとって他国は生存競争の相手、

つまりは敵です。 
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しかし、たとえ敵でも愛さなければい

けないと、人々は思っていました。その

国では、敵を愛すことが正しいことだ

ったのです。そこで、その国の人々は、

敵を愛すために必死に努力をすること

としました。 
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彼らが思いついたのは、他の国の人々

の悪を善へと変えることでした。もし

悪人を善人へと改心させることができ

たなら、 …それこそ、愛することでは

ないでしょうか。 それに善人が相手な

ら、愛することも難しくはありません。

彼らは善人が大好きなのです。 
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しかし、相手の国の人々は言うことを

聞きません。 親切に善悪を教えてあげ

ているのに、なんていうことでしょ

う？  このままでは、悪を善へと変え

られません。それでは、敵を愛すことも

出来ません。 

 

そこで相手の国へ戦争をしかけ、言う

ことを聞かない人々、つまりは悪い人

たちを皆殺しにしました。 
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大勢の仲間を殺された相手の国の人々

は、恐怖のあまり、それからは、いい

なりです。 
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…何を言われても、戦争で破壊しつく

された、相手の国の人々は言いなりで

す。 

 

やはり愛するためには、破壊し、怖がら

せる必要があるのですね。 



13 

 

―さてこんな風に、この国の人々は敵

を愛すために、昔からずうっ～と戦争

を続けています。 
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ねえ、君たち。 この誤解は僕達の星、

地球でも大勢の人たちがしています。

だからあなた方、宇宙人も敵を愛すた

めに一生懸命努力しているだけと、き

っと信じているのでしょう。 でもね、

愛を無理に作り出すことなど、地球人

にも宇宙人にも出来ません。出来るの

は、せいぜい自分を騙し、愛しているつ

もりになって、武力と恐怖で人々を支

配することぐらいでしょう。 
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どうか愛を 

命令しないで！ 
 

愛は生まれず、 

何か別のものが、生まれ 

ちゃうから  
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あとがき ―「他国を愛しなさい」 
 

 

もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、

他の方にもご紹介していただければとお願い

いたします。 

本絵本は、自由にコピーして下さって結構

です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場

合を除きます）。 また下記ＷＥＢからは、東郷

潤の他の絵本やメッセージをダウンロードす

ることが出来ます。 
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